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特集

「第1回かみふらの花と炎の四季彩まつり」３

上富良野町保健福祉総合センター「かみん」
11月1日オープン予定６

カメラ見てあるき８

Post町民の声・みんなの伝言板
家庭教育シリーズ【２１０】 東中小学校長

簡単レシピ� じゃこサラダ

１０

インタビュー 小野寿樹さん
ふぁみりーパズル１１

町立病院だより 内視鏡的胃瘻造設法１２

保健予防カレンダー
わが家のアイドル１３

８月のお知らせ
まちの行事予定・児童館だより

１４

防災一口メモ１８

かみふっこギャラリー 中央保育所
人めぐり逢
人のうごき

１９

※裏表紙からはじまります

生涯学習だより まなびの輪
みんなで遊ぼう！！

裏
表
紙

生涯学習情報 参加レンダー�

公民館図書室新刊のご案内�

上富良野町広報誌　2004年８月号   目次

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

【占冠村】　

トマム夏祭りを楽しみませんか？
　８月１３日（金）～１４日（土）の２日間、アルファ
リゾート・トマム内において「トマム夏祭り」が
開催されます。
　会場には遊び屋台や食べ物屋台が並ぶほか、
夜にはもちろん夜空を彩る花火もあがります。
純度の高い自然に囲まれたトマムの地で、楽し
くてどこか懐かしい夏祭りに、皆さん足を運ん
でみませんか？
問合せ　占冠村観光協会　��２１２１

【南富良野町】　

南富良野特産「くまささ茶」
　ふらの山麓に育まれた熊笹からエキスを抽出
した緑の清涼飲料水「くまささ茶」。現代人に不
足がちな葉緑素や多糖体を多く含み、スポーツ
やレジャーのお供に、またカクテルにも最適で
す。
　缶入りのほか５００�ペットボトルも新登場し、
町内各商店で販売していますので、ぜひご賞味
ください。
問合せ　農産物処理加工センター　��３０１２

【富良野市】　滅多に見られないおもしろいモノ

富良野演劇工場公演「歌え、牛に踏まれし者ら」
　富良野塾２期生山下澄人さん主宰の超天然風
味演劇集団フィクションの３回目の富良野公演
です。
　元受刑者ばかりが働く海辺の工場と寮が舞台。
寮長と飼い犬の絆など様々な人と人（あるいは人
と物？）とのコミュニケーションを独特の視点で
作りあげた喜劇です。肩肘はらずに気軽に見に
来てください。
と　き　８月２８日（土）・２９日（日）無料送迎バス運行
問合せ　富良野演劇工場　��０３３３

【上富良野町】　

吹奏楽ジョイントコンサート
　駐屯地音楽隊、上富良野中学校吹奏楽部、上富
良野高校吹奏楽部による合同コンサートです。
ぜひご来場いただき、楽しい演出と迫力ある演
奏をお楽しみください。
と　き　９月３日（金）　１８時会場、１８時３０分開演
ところ　社会教育総合センター
入場料　無料
問合せ　社会教育総合センター　��５５１１

【中富良野町】　純米酒「法螺吹（ほらふき）」

町の地酒をご堪能ください
　北海道の真ん中、十勝岳連峰の麓で収穫され
る中富良野産クリーン米「ゆきひかり」から日本
酒が生まれて１５年。地酒として親しまれ、「ネー
ミング」と「さっぱりとした飲みやすさ」で人気
の純米酒です。ぜひ、ご堪能ください。
※町内および沿線で販売しています。
問合せ　なかふらの酒造振興会　��２２１３

���

今今月月号号のの

表表紙紙
フォークダンス
「手と手」を
とりあって！

第１回かみふらの花
と炎の四季彩まつり
日の出公園

特集

「第１回かみふらの花と炎の四季彩まつり」３

保健と福祉の総合施設
上富良野町保健福祉総合センター「かみん」６

カメラ見てあるき８

Post町民の声・みんなの伝言板
家庭教育シリーズ【２１０】 東中小学校長

簡単レシピ� じゃこサラダ

１０

インタビュー 小野寿樹さん
ふぁみりーパズル１１

町立病院だより 内視鏡的胃瘻造設法１２

保健予防カレンダー
わが家のアイドル１３

８月のお知らせ
まちの行事予定・児童館だより

１４

防災一口メモ１８

かみふっこギャラリー 中央保育所
人めぐり逢
人のうごき

１９

※裏表紙からはじまります

生涯学習だより まなびの輪
英語指導助手歓送迎会
モリーンありがとう! ようこそスティーブスご夫妻!

裏
表
紙

生涯学習情報 参加レンダー�

公民館図書室新刊のご案内�



� 広報かみふらの 2004.8

か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り

　
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
」と「
十
勝
岳
火
ま
つ
り
」を
統
合
し
た

新
し
い
イ
ベ
ン
ト『
第
１
回
か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ

り
』が
、７
月　

日（
土
）、　

日（
日
）の
２
日
間
、
日
の
出
公
園
を

２４

２５

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
町
内
外
か
ら
訪
れ
た

約
２
万
人
の
観
衆
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

町のＰＲのため活躍してくれたラ
ベンダーキャンペーンガールの高
木朝代さん（写真右）と井上恵美さ
ん。今回のまつりで最後のキャン
ペーンガールとなりました。

紫
色
に
染
ま
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
舞
台
に

紫
色
に
染
ま
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
を
舞
台
に

繰
り
広
げ
ら
れ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

繰
り
広
げ
ら
れ
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

集
う
人
々
の
熱
気
で
最
高
潮
！

集
う
人
々
の
熱
気
で
最
高
潮
！



�

ん
な
ど
、
ね
ぷ
た
あ
ん
ど
ん　

基
が
町
内
を
練
り
歩
き
、
沿

１５

道
か
ら
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

日
目
は
、
恒
例
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
結
婚
式
が
山
頂
の
ラ

　
　
　

ベ
ン
ダ
ー
畑
で
行
わ
れ
、
新
た
に
二
組
の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
を
祝
福
し
よ
う

と
、
ノ
ー
ス
・
ハ
ー
ト
・
プ
ロ
ス
ビ
リ
テ
ィ
の
メ
ン
バ
ー
が

ベ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
花
い
っ
ぱ
い
に
飾
り
、
結
婚
式
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
富
良
野
市
の
風
と
啄
木
鳥
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
ギ
タ
ー
と
尺
八
の
演
奏
、
ニ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
サ
さ
ん
と

朝
倉
美
紀
さ
ん
が
皆
さ
ん
に
も
聞
き
な
じ
み
の
あ
る
歌
を
熱

唱
し
盛
り
上
げ
、
会
場
に
来
ら
れ
た
方
が
自
由
に
参
加
で
き

る
早
飲
み
競
争
で
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
真
剣
な
眼
差
し
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
夜
も
、
昨
夜
と
同
様
、
勇
壮
な
あ
ん
ど
ん
が
町

内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
２
日
間
に
わ
た
る
パ
レ
ー
ド
に
、

引
き
手
た
ち
も
疲
労
を
隠
せ
な
い
よ
う
で
し
た
が
、
暗
闇
の

中
に
く
っ
き
り
と
浮
か
び
あ
が
る
あ
ん
ど
ん
が
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
日
間
開
催
さ
れ
た
ま
つ
り
も
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
。
山
頂
か
ら
打
ち
上
が
る
色
鮮
や
か
な
千　

発
の
花
火
に

３００

会
場
か
ら
も
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
、
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
し
た
。

　
　
　

回
の
ま
つ
り
で
は
、
周
辺
道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ

　
　
　

る
こ
と
か
ら
、
会
場
と
町
内
を
巡
回
す
る
無
料
巡
回

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
の
せ
い
か
利
用

者
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
利
用
し

た
人
は
、「
自
宅
か
ら
日
の
出
公
園
ま
で
歩
い
て
い
く
に
は

遠
い
の
で
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
た
。
他
に
交
通
手
段
は
な
い

の
で
助
か
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
が
上
富
良
野
町
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
す
る
よ
う
、
町
民
皆
で
協
力
し
合
い
盛
り
上
げ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

合
し
た
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
よ
り
多
く
の
町
民
や

　
　
　

観
光
客
が
集
い
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
の
名
前
を
広
く
町
民
に
公
募
し
た
と
こ
ろ
、　

通
の

２３

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
ど
ち
ら
の
イ
メ
ー
ジ
も
取
り
込

ま
れ
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、『
か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四

季
彩
ま
つ
り
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

名
付
け
親
は
、
橋
本
伸
子
さ
ん
で
、
イ
ベ
ン
ト
名
に
は
「
来

訪
者
が
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
企
画
に
、
町
民
こ

ぞ
っ
て
協
力
し
成
功
・
発
展
に
繋
げ
た
い
」
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
を
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ

り
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
受
け
継
ぎ
、
ま
つ
り
本
番
へ

向
け
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
里
か
み
ふ
ら
の
」
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
町
の
知
名
度
を
高
め
る
と
共
に
観
光
客
の
誘
致
促

進
・
町
民
の
憩
い
の
場
を
創
造
し
、
あ
わ
せ
て
秀
峰
十
勝
岳

の
安
全
と
五
穀
豊
穣
、
地
域
の
振
興
活
性
化
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
る
『
第
１
回
か
み
ふ
ら
の
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ

り
』
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
お
な
じ
み
の
深
川
勝
彦
さ
ん
と
町

内
在
住
の
田
中
し
お
り
さ
ん
の
流
暢
な
司
会
の
も
と
、
２
日

間
に
わ
た
る
ま
つ
り
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

　
　
　

日
目
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
旭
川
市
出
身
の
若
手
歌
手

　
　
　

若
原
り
ょ
う
さ
ん
が
持
ち
歌
を
熱
唱
。
続
い
て
も
の

ま
ね
タ
レ
ン
ト
何
ン
田
研
二
さ
ん
が
美
川
憲
一
さ
ん
と
沢
田

研
二
さ
ん
の
も
の
ま
ね
を
披
露
し
、
顔
や
歌
声
が
あ
ま
り
に

も
似
て
い
る
の
で
、
も
し
か
し
て
本
物
？
と
思
っ
た
人
も
い

た
よ
う
で
す
。
山
形
県
人
会
に
よ
る
花
笠
踊
り
や
清
流
獅
子

舞
の
演
舞
、
安
政
太
鼓
の
演
奏
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
陸
上
自

衛
隊
音
楽
隊
・
上
富
良
野
高
校
吹
奏
楽
部
・
上
富
良
野
中
学

校
吹
奏
楽
部
合
同
に
よ
る
演
奏
会
で
は
、
管
楽
器
の
素
晴
ら

し
い
音
色
と
迫
力
あ
る
演
奏
で
、
会
場
の
聴
衆
を
魅
了
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
夜
は
、
子
ど
も
会
提
灯
行
列
と
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
描
い
た
あ
ん
ど

統１

２今
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Ａ：今回の司会進行は、テレビ番組でお
　なじみの深川勝彦さんと、町内在住の
　田中しおりさん。
Ｂ：東中の伝統芸能、清流獅子舞の演舞。
Ｃ：安政太鼓保存会のメンバーによる、
　力強い太鼓の演奏。
Ｄ：ものまねタレント何ン田研二さんの
　ステージショー。
Ｅ：勇壮な１３基の「ねぷた」が、役場から
　日の出公園会場までをパレード。
Ｆ：ラベンダーキャンペーンガールの二
　人が、会場を訪れる人々にポプリを無
　料で配布。
Ｇ：ラベンダーのドライフラワーによる
　ポプリ教室。
Ｈ：２組のカップルが、紫色に染まるラベン
　ダーの丘で永遠の愛を誓いました。

AAＢＢＣ

Ｅ Ｄ

Ｈ Ｇ FF
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姿を現した上富良野町保健福祉総合センター「かみん」(大町2丁目8番4号)姿を現した上富良野町保健福祉総合センター「かみん」(大町2丁目8番4号)

用
料
金
に
つ
い
て
は
、
左
表
「
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
使
用
料

金
表
」（
６
月
議
会
可
決
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

主
に
団
体
利
用
と
な
る
多
目
的

ホ
ー
ル
、
健
康
遊
浴
室
、
プ
レ
イ

ル
ー
ム
、
会
議
室
、
調
理
実
習
室
、

研
修
室
な
ど
の
使
用
に
は
、
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。（
左
表
の
備
考

欄
参
照
）

　

建
物
の
工
事
は
一
部
の
個
所
の

設
備
整
備
を
除
き
、
お
お
む
ね
９
月

末
に
完
成
予
定
で
、
駐
車
場
な
ど

の
外
構
工
事
は
平
成　

年
度
予
算

１７

で
整
備
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

月
に
は
備
品
等
の
搬
入
、
下
旬

１０
ま
で
に
は
保
健
福
祉
課
、
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
引
越
し
、
民
間
事
業
所
に
施
設
を

上
富
良
野
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

生
き
が
い
づ
く
り

し
あ
わ
せ
づ
く
り

現
在
、
建
設
中
の
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
か
み
ん
」
は
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
・
障
害
者
ま
で
、

健
康
づ
く
り
・
し
あ
わ
せ
づ
く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
創
出
の
場
と
し
て
、

今
秋
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
着
々
と
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

有
償
貸
与
し
、
事
業
を
行
う
こ
と
で

進
め
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
開
設
を
完
了
し
、　

月
１
日

１１

か
ら
業
務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

施
設
機
能
は
、
福
祉
全
般
と
保
健

全
般
に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て

お
り
、
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
い
ま

す
。

○
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
保
健
福
祉

に
関
す
る
こ
と
。

○
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
。

○
ふ
れ
あ
い
交
流
及
び
生
き
が
い

活
動
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

施
設
オ
ー
プ
ン
は

　
　
　

月
1
日
を
予
定

11

　
　

施
設
の
使
用
料
金

　
　

共
有
コ
ー
ナ
ー
を

　
　

活
用
し
ま
し
ょ
う
!

○
地
域
福
祉
活
動
、
地
域
保
健
活
動

に
関
す
る
こ
と
。

○
健
康
の
保
持
及
び
増
進
に
関
す

る
こ
と
。

○
子
育
て
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

○
文
化
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

保
健
と
福
祉
の
総
合
施
設

健
康
づ
く
り

　

か　
み　

ん
　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
「
か
み

ん
」
は
、
み
ん
な
が
集
う
場
所
で
す

が
、
個
人
・
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
使
用
料
が
か
か
り
ま
す
。
施
設
使

　夫の転勤で上富良野に来た、思い出
にと気軽に応募し、採用していただいて
ビックリです。本当に記念に残る愛称と建物になり
　ました。愛称「かみん」は、一緒に行こう！みん
　なおいでよ！という意味を込めてつけました。　
　町民の皆さんに親しまれ、愛称とともに愛される
　　　施設となることを願っています。 [松尾靖子]
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老
人
身
障
者

　
　

セ
ン
タ
ー
は
、

       
平
成　

年
4
月
か
ら

17

　
　

子
育
て
支
援
の

　
   
拠
点
と
な
り
ま
す
。
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●
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　

託
児
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
お
子
様

　

連
れ
で
遊
び
に
利
用
で
き
ま
す

●
教
養
娯
楽
室

　

休
憩
や
交
流
の
場
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

●
健
康
器
具
コ
ー
ナ
ー

　

自
転
車
式
の
健
康
器
具
（
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
）、
歩
行
用
の
健
康
器
具

（
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
）、
全
自
動
血

圧
計
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

1.健康遊浴施設使用料
使用者区分(単位:円)

町外在住者町内在住者
　　　4００　　　３００１日券

高校生以下 　　2,000回数券(１１枚)
　　3,000３か月券
　　9,000１年券

　　　6００　　　5００１日券
一　般 　　3,500回数券(１１枚)

　　5,000３か月券
     15,000１年券

　　　5００　　　4００１日券
高齢者・障害者 　　3,000回数券(１１枚)

　　4,000３か月券
　 12,000１年券

備考
1.未就学児童は無料とする。ただし、未就学の使用には保護者が同伴しな
ければならない。

2.介護が必要と認める高齢者及び障害者の介護者の使用料は無料とする。
3.高齢者とは、満65歳以上の者をいう。
4.障害者とは、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を交
付された者をいう。

2.健康遊浴施設以外の施設使用料
     基本使用料(1時間当たり単位:円)

使　用　区　分 　　　夜　間　　　昼　間
 午後6時～午後9時 午前9時～午後6時

          2,400　　　 2,000 多目的ホール(全面)
          1,200　　　 1,000 多目的ホール(半面)
             500             400 診察室・控室・会議室
             600　　　　500 研修室A
             600　　　　500 研修室B
          1,000　　　　800 調理実習室
            400　　　　300 ボランティア活動室

１�につき　15１�につき　10 その他共有部分
１�につき　15１�につき　10 付帯施設

　  別に町長が定める。 在宅福祉施設
備考
1.使用時間は1時間単位とし、1時間未満の使用は1時間とする。ただし、1
時間を越えて使用した場合において1時間未満の使用があったとき、30
分を超えるときは1時間とし、30分以下のときは切り捨てる。

2.営利を伴う使用料は、基本使用料に基本使用料の5割に相当する額を加
算した額とする。

3.11月1日～4月30日の間の使用料は、基本使用料に基本使用料の3割に相
当する額を加算した額とする。

4.ステージを使用する場合の使用料は、付属設備を含め1回につき5,000円
とする。

5.ステージ幕等、付属設備の設置又は特殊電気設備を施すときは、その設
備の設置は使用者が行い、当該設置又は設置に要する費用は使用者が負
担するものとする。

保健福祉総合センター施設使用料金表

　

町
で
は
、
健
康
遊
浴
室
の
指
導
者

を
養
成
し
ま
す
。

日
程　
　

月　

日（
金
）〜　

日（
日
）

10

22

24

定
員　
　

名
20

* 
詳
し
い
こ
と
は
、
広
報
か
み
ふ
ら

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

町
民
施
設

　
　

見
学
会
開
催

日
程　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
水
）

10

18

20

　
　
　
　

時
〜　

時　

１３

１６

　

施
設
内
の
見
学
の
ほ
か
、
健
康
遊

浴
室
の
プ
ー
ル
体
験
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

町
民
プ
ー
ル
体
験
の
日
程
は
、
後

日
広
報
か
み
ふ
ら
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

実
際
に
プ
ー
ル
に
入
っ
て
、
水
中

で
の
効
果
を
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ

い
。　

す
。

　

現
在
、
泉
栄
防
災
セ
ン
タ
ー
に
あ

る
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
及
び
中
央

保
育
所
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
移
設
し
、
子
育
て

支
援
の
総
合
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
老
人
身
障
者
セ
ン
タ
ー
の

入
浴
施
設
の
使
用
は　

月
末
で
終

１０

了
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

当
分
の
間
、
同
施
設
で
運
営
を
継
続

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
身
障
者
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
に
移
動
後
改
修
し
、
平
成　
１７

年
４
月
か
ら
は
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

　

歩
行
用
温
水
プ
ー
ル
は
、
自
分
の

ペ
ー
ス
で
水
中
運
動
が
で
き
ま
す

が
、
よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め
に

は
、
各
講
座
に
参
加
し
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
指
導
受
け
る
こ

と
を
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
回

数
券
な
ど
の
販
売
は　

月
１
日
か

１１

ら
で
す
。

　
　

健
康
遊
浴
室
を

　
　

利
用
し
ま
し
ょ
う
!

問
合
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

�
�
6
9
8
7

　
　

水
中
運
動
指
導
士
の

　
　

養
成
講
習
会
開
催



�

夏
祭
り
だ
!
屋
台
で　
　Get
!!

7／１７
　
　
　

児
童
館
で
、
毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま 

   　
　

し
た
。
夏
祭
り
は
今
年
で
７
回
目
の
開
催
で
、
子

ど
も
た
ち
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。

　

午
前
９
時
過
ぎ
に
は
参
加
申
込
み
を
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
、　

時　

分
の
開
場
を
心
待
ち
に
し
東
児
童
館
前

11

30

に
集
ま
っ
て
き
た
た
め
、
準
備
を
早
め
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
年
も
、
会
場
の
飾
り
つ
け
や
当
日
の
お
手
伝
い
な
ど

を
、
こ
れ
ま
で
東
児
童
館
を
利
用
し
て
い
た
5
・
6
年
生

（
男
１
名
、
女　

名
）
が
支
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

10

　

参
加
し
た　

名
の
子
ど
も
た
ち
は
、
カ
キ
氷
、
フ
ラ
ン

100

ク
フ
ル
ト
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
お
い
し
い

お
や
つ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
釣
り
（
福
袋
）
ゲ
ー
ム
、

ダ
ー
ツ
、
く
じ
引
き
や
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
ス
コ
ッ
ト
す
く
い

を
し
、
紙
コ
ッ
プ
積
み
上
げ
ゲ
ー
ム
で
は
、
応
援
の
歓
声

を
あ
げ
て
「
夏
祭
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東

消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
結
成

７／２９
　
　
　

域
に
密
着
し
た
魅
力
あ
る
消
防
団
を
め
ざ
し
、
上

　
　
　

富
良
野
消
防
団
員　

名
に
よ
り
『
消
防
団
ラ
ッ
パ

１０

隊
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
の
河
田

直
幸
副
隊
長
の
指
導
を
受
け
、
北
消
防
署
の
大
会
議
室

で
、
連
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ラ
ッ
パ
に
は
音
階
を
変
え
る
ピ
ス
ト
ン
が
な
く
、
唇
の

微
妙
な
動
き
で
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏
で
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の

ほ
と
ん
ど
が
初
心
者
の
た
め
、
練
習
を
始
め
た
頃
は
吹
く

息
の
音
し
か
出
せ
な
い
団
員
も
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
思

う
よ
う
に
音
階
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
練
習
は
大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
素
晴
ら
し
い
音
色

を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
」
と
、

意
欲
的
に
音
出
し
練
習
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
パ
隊
は
、
９
月
１
日
に
中
富
良
野
町
で
開
催
さ
れ

る
上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
の
消
防
演
習
で
、
初
め
て
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。

地

消
防
職
員
３
名
が

全
国
大
会
へ
出
場

７／１５
　
　
　

幌
市
で
開
催
さ
れ
た
第　

回
全
道
消
防
救
助
技
術
訓

３３

       　

練
指
導
会
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
部
門
で
、
上
川
南

部
消
防
本
部
北
消
防
署
救
助
隊
の
石
川
佳
信
さ
ん
が
優
勝
、

大
竹
弘
祐
さ
ん
が
２
位
に
入
り
ま
し
た
。
同
消
防
署
か
ら
初

め
て
出
場
し
た
は
し
ご
登
は
ん
部
門
で
は
、
坂
本
知
弥
さ
ん

が
２
位
に
入
り
、
い
ず
れ
も
北
海
道
代
表
と
し
て
８
月　

日
２６

に
兵
庫
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
は
、
地
上
７
ｍ
に
張
っ
た　

ｍ
の

２０

ロ
ー
プ
を
、
行
き
は
ロ
ー
プ
の
上
を
は
う
セ
ー
ラ
ー
渡
り
、

帰
り
は
ぶ
ら
下
が
る
モ
ン
キ
ー
渡
り
で
タ
イ
ム
を
競
い
、
は

し
ご
登
は
ん
は
、
命
綱
を
体
に
結
ん
だ
後
、
長
さ　

ｍ
の
垂

１５

直
は
し
ご
を
登
る
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。

　
「
全
国
大
会
で
は
、
応
援
し
て
く
れ
る
職
場
の
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。　

札

坂本知弥さん　石川佳信さん　大竹弘祐さん



� 広報かみふらの 2004.8

東西

　
　
　

の
交
通
安
全
運
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
期
間

　
　
　

中
の
７
月
８
日
か
ら　

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日

１６

を
除
く
７
日
間
、
新
た
な
試
み
と
し
て
町
内
の
小
学
生

に
よ
る
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
防
災
行
政
無
線
で

放
送
し
ま
し
た
。

　

放
送
日
は
、
7
月
８
日
（
木
）
上
富
良
野
西
小
学
校
、

９
日
（
金
）
清
富
小
学
校
、　

日
（
月
）
上
富
良
野
小

１２

学
校
、　

日
（
火
）
江
幌
小
学
校
、　

日
（
水
）
東
中

１３

１４

小
学
校
、　

日
（
木
）
上
富
良
野
西
小
学
校
、　

日

１５

１６

（
金
）
上
富
良
野
小
学
校
で
し
た
。

　

録
音
の
時
に
は
、
緊
張
の
あ
ま
り
言
葉
に
詰
ま
っ
た

り
、
声
が
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
も
い
ま
し

た
が
、「
交
通
事
故
は
恐
ろ
し
い
で
す
。
運
転
し
て
い
る

人
も
歩
い
て
い
る
人
も
、
交
通
安
全
に
は
十
分
気
を
付

け
て
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。」「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、

居
眠
り
運
転
や
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し

て
ね
。」
な
ど
、
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
が

ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。　

「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
」

子
ど
も
た
ち
か
ら
呼
び
か
け

７／８～１６夏

よ
う
こ
そ
西
小
へ

７／２３
　
　
　

富
良
野
西
小
学
校
の
姉
妹
校
で
あ
る
三
重
県
津
市
の

　
　
　
 

安
東 
小
学
校
の
児
童　

名
が
７
月　

日
に
来
町
し
、

あ
ん
と
う

１０

２２

　

日
に
西
小
学
校
の
児
童　

名
と
同
校
体
育
館
で
『
西
小
・

２３

１８５

安
東
小
な
か
よ
し
集
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
東
小
学
校
の
児
童
の
代
表
者
か
ら
「
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

と
お
友
だ
ち
に
な
っ
て
、
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
挨

拶
が
あ
り
、『 
Ｙ
ｅ
ａ
ｈ 
わ
さ
！
津
の
ま
ち
』
と
い
う
踊
り
が

い
え

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
西
小
学
校
の
児
童
も
『
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
』
を
披
露
し
、
全
員
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
盛
り
上
が

り
、
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
教
室
で
学
級
交
流
会
が

行
わ
れ
、
両
校
の
児
童
は
す
っ
か
り
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

両
校
は
平
成
９
年
７
月　

日
に
姉
妹
校
提
携
し
て
以
来
、

３０

手
紙
を
や
り
取
り
す
る
な
ど
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
西
小
学
校
の
児
童
が
津
市
を
訪
れ
、
安
東
小
学

校
の
児
童
と
交
流
を
図
る
予
定
で
す
。

上

子
ど
も
た
ち
大
好
き
！

夏
休
み
は
、
や
っ
ぱ
り
お
ば
け
屋
敷

７／24～
　
　
　

児
童
館
で
、
毎
年
恒
例
の
お
ば
け
屋
敷
が
始
ま
り

　
　
　

ま
し
た
。
今
年
で　

回
目
の
開
催
で
、
子
ど
も
た

11

ち
が
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
で
す
。

　

作
業
準
備
は
1
ヶ
月
前
か
ら
始
め
、
毎
年
来
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
が
ア
ッ
と
驚
く
よ
う
、
1
階
図
書
室
の
半
分

を
迷
路
に
仕
切
り
、
手
作
り
の
妖
怪
や
ミ
イ
ラ
、
お
墓
な

ど
各
コ
ー
ナ
ー
と
も
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
に
は
い
り
、
町
内
の
子
ど
も
た
ち
や
祖
父
母
の

家
に
帰
省
し
て
い
る
幼
児
・
小
学
生
の
来
館
も
あ
り
、
7

月　

日
で　

人
を
超
え
、
入
口
の
前
で
並
ん
で
待
っ
て
い

29

３００

る
表
情
は
、
少
し
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

お
ば
け
屋
敷
へ
の
入
室
は
8
月　

日
（
土
）
ま
で
（
日

28

曜
・
祝
日
は
休
館
）。
子
ど
も
だ
け
の
入
室
は
1
日
3
回

（　

時　

分
〜
、　

時　

分
〜
、　

時　

分
〜
）
で
す
が
、

10

30

13

30

15

30

親
同
伴
な
ど
の
場
合
は
、
随
時
利
用
可
能
で
す
。

　

今
年
の
熱
〜
い
夏
に
、
親
子

で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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百聞は一見にしかず

東中小学校長   桑田　敏幸

　６年ほど前の夏、「子どもたちを引率してサハ
リンへ」との依頼があり同行することにしました。
日本の３０年前を感じさせる生活、停電による 蝋燭 

ろうそく

と断水生活、車より歩く生活など「同じ人間でもい
ろいろな生活がある。でも、すぐ友達になれた。
今の私たちの生活はすごく恵まれている」との引
率の子どもたちの声のように貴重な体験でした。
　ロシアの子どもたちは、人前でのマナーや家庭
での 躾 も大変しっかりされていたが、中でも、ク

しつけ

ラッシックバレエや民族ダンス等での堂々とした
表現力の素晴らしさに感動しました。子どもの頃
からこういうことに取り組むロシアの文化・芸術
に対する伝統の奥深さから、国際社会で生きるた
めにも、表現力の育成の必要性を感じるとともに、
日本の学校でも本物を追求する指導はできないも
のかと考えさせられました。
　また、言葉は全く解らなかったが、子ども同士
はなんとなく理解ができるようで、すぐゲームや
遊びに興じており、人間、相手を思いやる気持ち
や理解しようする心があれば意味は通じ、物おじ
しないで触れ合う子どもたちに、将来の国際社会
における光明も感じました。
　しかし、札幌市バスマークをそのまま付けた向
こうのバスで走るサハリンの夏は、上富良野より
暑かった。まさに、「百聞は一見にしかず」です。

塩　分鉄　分カルシウム脂　質たんぱく質エネルギー
  
１
人
分  0.9g0.3mg47 mg0.6g2.3g３７ kcal

じ
ゃ
こ
サ
ラ
ダ

■ 問い合わせ ■

上富良野町立保育所

��2074

作り方

�しらす干しは、熱湯をか
けて水気を切っておく。

�レタスは適当な大きさに
ちぎり、白菜はせん切り、
トマトは小さい乱切り、わ
かめは戻した後、適当な大
きさに刻んでおく。

��と�の材料を合わせ

て、作っておいたドレッシ
ングで和える。

材料（４人分）
しらす干し…………   20ｇ
レタス………… ……   60ｇ
白菜…………………   60ｇ
わかめ(干)………… …   6ｇ
トマト………… ……  100ｇ
ドレッシング
　サラダ油……… 小さじ１杯
　砂糖…………… 小さじ １杯
　  酢  …………… 大さじ １杯
　醤油…………… 大さじ １杯
   白ごま………… 小さじ １杯

Ｐｏｉｎｔ
しらす干しは熱湯をかけるこ
とで生臭みが消え、暑さで食
欲の落ちた時に、サッパリと
した酸味が食欲をそそります。

健康づくりのための

簡単レシピ⑧健健康康かかみみふふららのの２２１１

　町民の皆さんが日ごろ考えてい
るさまざまなご意見やご質問など
町民ポスト、ファックス、Ｅメー
ルなどでお寄せください。　

総務課情報管理班
��６４００

{

　町民の皆さんが日ごろ考えてい
るさまざまなご意見やご質問など
町民ポスト、ファックス、Ｅメー
ルなどでお寄せください。　

総務課情報管理班
��６４００

　

町
で
は
、
昨
年
度
（
平
成　

年
度
）

15

の
総
務
省
補
助
制
度
に
よ
り
、
役
場

を
セ
ン
タ
ー
に
町
内
の
主
要
公
共
施

設
と
学
校
な
ど　

ヶ
所
を
ネ
ッ
ト

16

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
「
行
政
イ
ン
ト
ラ
ネ

ツ
ト
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
を
主
な
目
的

に
、
公
共
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端

末　

台
を
6
施
設
に
備
え
て
お
り
、

13
町
民
が
ル
ー
ル
を
守
る
中
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ご
要
望
が
あ
っ
た
の
は
、
公
共
用

端
末
の
う
ち
の
公
民
館
１
階
ホ
ー
ル

に
設
置
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
パ
ソ

パ
ソ
コ
ン
の
利
用
時
間
を
延

長
し
て
ほ
し
い
!　
　
　
　

コ
ン
の
利
用
時
間
を
延
長
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

  
利
用
時
間
は
各
施
設
の
開
館
時
間

や
管
理
体
制
に
合
わ
せ
て
い
ま
す

が
、
公
民
館
で
は
高
校
生
ま
で
の
青

少
年
は
、
午
前
８
時　

分
（
４
〜　

30

10

月
、　

〜
３
月
は
９
時
）か
ら
午
後
５

11

時
ま
で
と
青
少
年
健
全
育
成
の
面
か

ら
定
め
て
い
ま
す
が
、
社
会
人
に
つ

い
て
は
窓
口
に
申
し
出
て
い
た
だ
け

れ
ば
閉
館
時
間
（
午
後
９
時
）
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。
な
お
、
利
用
時
間

に
つ
い
て
は
、
各
施
設
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
の
上
、
利
用
時
間
内
で
有

効
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

（
総
務
課　

情
報
管
理
班
）

▽

お
答
え
し
ま
す
。

▽　

お
答
え
し
ま
す
。

　

公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る

時
間
を
、
延
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

     
（
町
内  
伊
藤
さ
ん　
　

歳
）

15

■
公
共
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末

　

機
器
設
置
施
設
一
覧

▼
役
場
庁
舎
（�
�
6
4
0
0
）

　

１
階　

町
民
ホ
ー
ル
、
２
階　

図

　

書
閲
覧
室　

３
階　

議
員
控
室

▼
老
人
身
障
者
セ
ン
タ
ー（�
�
3
5
0
5
）

　

老
人
の
部
屋
、
介
護
展
示
ホ
ー
ル

▼
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ（�
�
2
3
0
0
）

　

食
堂
兼
ホ
ー
ル
、　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル

▼
上
富
良
野
町
公
民
館（�
�
3
1
5
8
）

　

１
階　

ホ
ー
ル
、　

２
階　

図
書
室

▼
町
立
病
院
（�
�
3
1
7
1
）

　

１
階　

外
来
待
合
室
、　

２
階

　

食
堂
兼
談
話
室

▼
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー（�
�
5
5
1
1
）

　

１
階
ラ
ウ
ン
ジ
（
2
台
）
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タテのカギ ヨコのカギ
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　7月号の答えは『キュウショク』でした。

�紫色の野菜。1富士、2鷹、3○○

�キノコの種類で、シイタケ、シ

メジ、○○○○

�追い払うこと。暴力○○○○

�蚕の糸で織った繊維。

�お湯を沸かす道具。○○○

�睡眠中に鼻・口から生じる音。

�図書室で、本を並べ整理する

棚。○○○

�人の心をひきつけて、夢中にさ

せる不思議な力。　ミ○○○

⑭山あり○○ありの人生。

�秋の観賞用の花。

�講演会、学習会、サークルに○

○○する。

�歩行するための体の部位。

�家に居ながら、居ないことをよ

そうこと。

�１学期が終わったら、始まる○

○○スミ

�夏を代表する野菜で、赤い果肉

に黒いタネ。○○○

�踊りを○○

�落葉を集めて○○○

�トゲをとるための道具。

�専門家、玄人を称して○○○○

○人

�甲殻類で、足が１０本の軟体動

物。

�土俵内でまわしをつけて相撲を

とる人。

�衣類を収納する家具。

�12支で9番目の干支。 �を並べてひとつの言葉をつくり、答え、
氏名を記入し、8月31日までに役場総務課
へ切り取らずにご持参ください。
記念品を差し上げます。（１世帯にひとつ）

答え　　　　　　  氏名　　　　　　

 
小 　
 
野   　
 
寿 　

樹 
    

さ
ん

お 

の 

ひ
さ 

き

昭
和　

年
生
ま
れ

47
新
町
4
丁
目

　
「
上
富
良
野
の
魅
力
は
十
勝
岳
を
中
心
と
し

た
山
並
み
で
す
。」
と
ハ
ツ
ラ
ツ
と
語
る
小
野
さ

ん
は
、
上
富
良
野
に
在
住
し
て
8
年
目
。

　

南
富
良
野
町
出
身
で
、
高
校
進
学
と
同
時
に

故
郷
を
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
就
職
で
帰

っ
て
来
て
、
改
め
て
地
元
の
良
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
な
ぜ
「（
上
・
中
・
南
）
ふ
ら

の
・
美
瑛
な
の
か
?
」
と
漠
然
と
し
た
思
い
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
の
仕
事
と
出
会
っ
て
自
分
自

身
か
ら
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
勤
務
の
時
に
、
多
く
の
住
民
の
方

と
出
会
い
、「
人
」
と
の
関
わ
り
で
大
き
な
パ

ワ
ー
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
後

藤
純
男
画
に
出
会
い
、
2
年
前
に
「
人
を
癒
し
、

迫
力
あ
る
作
品
」を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
で
後
藤
純
男
美
術
館
に
転
職
し
ま
し
た
。

　

毎
年
営
業
担
当
と
し
て
、
全
国
を
四
半
期
ご

と
に
と
び
廻
っ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
富
良
野

地
方
は
「
夏
」
を
メ
イ
ン
に
、
６
〜
9
月
の
限
ら

れ
た
期
間
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
四
季
折
々
に
、
年
間
を
通
じ
て

上
富
良
野
の
方
や
上
富
良
野
に
訪
れ
る
方
が
、

憩
い
・
満
喫
で
き
る
企
画
な
ど
を
立
て
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
冬
の
富
良
野
・
美
瑛
観
光
を
考
え
る
準

備
委
員
会
（
今
年
2
月
に
発
足
）
は
６
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
既
に
打
合
わ
せ
は　

回
２０

以
上
、
参
加
施
設
も　

を
越
え
、
今
（
夏
）
か
ら

60

来
年（
冬
）を
め
ざ
し
調
整
に
奔
走
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
町
民
の
皆
さ
ん
に
、「
か
み
ふ
ら
の
雪
ま

つ
り
」
開
催
が
期
間
中
と
重
な
る
予
定
な
の
で
、

「
是
非
無
料
バ
ス
に
乗
っ
て
冬
を
楽
し
も
う
!
」

と
P
R
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
は
美
術
館
の
営
業
と
兼
務
の
た
め
、
多

忙
な
日
々
で
す
が
、
館
長
を
始
め
、
ス
タ
ッ
フ
の

心
強
い
支
援
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
忙
し

い
た
め
に
2
人
の
子
の
父
と
し
て
、
家
族
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
な
い
こ
と
も
少
し
寂
し
い
で
す
が
、

多
く
の
人
々
の
笑
顔
が
支
え
で
も
あ
り
ま
す
。

　

小
野
さ
ん
お
勧
め
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
。

　
「
美
術
館
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
眺
め
る
、

　

上
富
良
野
の
夜
景
」

　

是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

新しい冬の富良野・美瑛観光
を考える実行委員会が主催

「ふらの・びえい人
      　　　になる6日間」
期間　2005年2月1日～6日
内容　期間限定のパスを利

用して、無料シャト
ルバスに乗って協賛
施設の各種サービス
や体験をしよう!!



�

滴
は
非
常
に
簡
単
な
方
法
な
の
で
す
が
、

生
き
る
の
に
十
分
な
栄
養
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
短
期
間
に
水

分
と
わ
ず
か
な
糖
分
を
補
う
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

　

心
臓
に
直
接
管
を
入
れ
る
方
法
は
、
手

足
か
ら
の
点
滴
に
較
べ
て
、
は
る
か
に
濃

い
栄
養
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
方
法
で
は
生
き
る
の
に
十
分
な
栄
養
を

補
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
人
工
物

が
皮
膚
か
ら
心
臓
に
直
接
は
い
る
た
め
、

非
常
に
ば
い
菌
に
弱
い
と
い
う
欠
点
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
消
化
管
か
ら
栄
養
を
入

れ
る
の
に
較
べ
て
人
間
に
と
っ
て
不
自
然

な
栄
養
で
あ
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
合
併

症
を
起
こ
し
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　　

さ
て
、
消
化
管
に
栄
養
を
入
れ
る
方
法

は
こ
れ
も
大
き
く
２
つ
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
つ
は
胃
管
（
鼻
か
ら
胃
に

管
を
入
れ
る
こ
と
）を
用
い
て
、
栄
養
を
入

　　

脳
梗
塞
や
事
故
な
ど
で
脳
の
機
能
が
低

下
し
た
場
合
、
自
分
で
食
事
を
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
人
が
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
栄
養
を

と
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
？

　

方
法
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

点
滴
で
栄
養
を
与
え
る
方
法
で
す
。
ま

た
、
鼻
な
ど
か
ら
胃
や
腸
に
管
を
入
れ
て

消
化
管
に
栄
養
を
送
り
込
む
方
法
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
方
法
に
は
そ
れ
ぞ
れ
利
点
と

欠
点
が
あ
り
ま
す
。
点
滴
で
栄
養
を
与
え

る
方
法
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
手
や
足
の
細
い
血
管
か
ら
点
滴

す
る
方
法
で
、
も
う
一
つ
は
心
臓
の
近
く

に
直
接
点
滴
の
管
を
入
れ
、
そ
こ
か
ら
栄

養
を
入
れ
る
方
法
で
す
。
手
足
か
ら
の
点

れ
る
方
法
で
、
も
う
一
つ
は
胃
や
腸
に
穴

を
開
け
て
そ
こ
か
ら
管
を
消
化
管
に
入

れ
、
栄
養
を
入
れ
る
方
法
で
す
。

　

胃
管
を
用
い
る
方
法
は
非
常
に
簡
便

で
、
し
か
も
人
間
に
と
っ
て
自
然
な
方
法

で
栄
養
を
入
れ
れ
る
た
め
、
食
事
を
自
分

で
取
れ
な
い
人
に
長
く
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
き
な
欠
点
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
胃
管
を
入
れ
て

い
る
こ
と
自
体
が
大
き
な
苦
痛
で
あ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
胃
管
が
通
る
そ
ば
に
は

副
鼻
腔
、
気
管
な
ど
の
呼
吸
器
が
あ
り
、

副
鼻
腔
炎
や
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
引
き

起
こ
し
や
す
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

手
術
で
胃
や
腸
に
穴
を
開
け
る
方
法
は

胃
管
栄
養
に
較
べ
て
こ
れ
ら
の
欠
点
は
改

善
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
少
な
く
と

も 
腰
椎 
麻
酔
（
下
半
身
麻
酔
）
を
し
な
け

よ
う
つ
い

れ
ば
手
術
で
き
な
い
と
い
う
の
が
問
題
点

で
し
た
。
食
事
を
自
分
で
取
れ
な
い
人
は

多
く
の
場
合
、
全
身
に
何
ら
か
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
か
ら
、
麻
酔
を
か
け
る
こ

と
自
体
が
危
険
を
伴
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し　

年
ぐ
ら
い
前
か
ら
よ
く

１０

行
わ
れ
始
め
た
方
法
が
、
内
視
鏡
的
胃
瘻

造
設
法
と
い
う
手
術
で
す
。

　

内
視
鏡
的 
胃
瘻 
造
設
法
は
胃
カ
メ
ラ
を

い
ろ
う

用
い
て
胃
と
お
な
か
の
壁
の
間
に
も
の
が

な
い
状
態
を
確
認
し
た
上
で
部
分
麻
酔
の

み
で
胃
に
穴
を
開
け
る
方
法
で
す
。
こ
の

方
法
で
は
危
険
の
大
き
い 
腰
椎 
麻
酔
や
全

よ
う
つ
い

身
麻
酔
を
か
け
る
必
要
が
な
く
、
ま
た
、

お
な
か
を
大
き
く
切
る
必
要
が
な
い
の
で

手
術
後
も
痛
み
が
少
な
い
と
い
う
大
き
な

利
点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
胃
管
栄
養
と

異
な
り
呼
吸
器
の
近
く
を
管
が
通
ら
な
い

た
め
、
肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
が
非
常
に
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
作

っ
て
し
ま
え
ば
痛
み
・
苦
痛
が
な
い
と
い

う
の
も
大
き
な
利
点
で
す
。
管
の
交
換
時

に
危
険
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
、
管
の
周
囲

か
ら
胃
液
が
漏
れ
て
皮
膚
の
炎
症
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
欠
点
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
現
時
点
で
は
長
期
間
口
か
ら

栄
養
を
取
れ
な
い
人
の
場
合
に
は
も
っ
と

も
よ
い
方
法
の
一
つ
で
す
。

　

栄
養
を
口
か
ら
取
れ
な
い
場
合
に
は
そ

の
人
の
病
気
や
体
の
状
態
に
応
じ
て
い
ろ

い
ろ
な
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
も
そ
の
人
に
最

善
の
方
法
は
何
か
と
言
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。　　

食
べ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
に

「内視鏡的 胃瘻 造設法」
いろう

外科医長　兼古 　稔

消
化
管
か
ら
の
栄
養

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

点
滴
に
よ
る
栄
養

内
視
鏡
的
胃
瘻
造
設
法

い
ろ
う



帽子とカバン、スリッパでの
お出掛けスタイルがお気に入
り! !歌と踊りが大好きで、遊
びの広場を楽しみにしていま
す。ちょっと人見知りもしま
すが、元気に育ってね!

  
舟
木  

美
紀

    

ち
ゃ
ん（
2
歳
3
か
月
）

ふ
な
き 

み
き

久
隆
さ
ん
・
紀
子
さ
ん
の
子
（
宮
町
5
丁
目
）

� 広報かみふらの 2004.８

場所対　象　者日　　時健診・教室名など

社

会

教

育

総

合

セ

ン

タ

ー

平成１６年４月生まれの子

８月２４日（火）

４か月児健康診査

母　

子　

関　

係

平成１６年１月生まれの子７か月児乳児相談

平成１５年１０月生まれの子１０か月児乳児相談

平成１５年２月生まれの子１歳６か月児健康診査

平成１６年５月生まれの子

９月２２日（水）

４か月児健康診査

平成１６年２月生まれの子７か月児乳児相談

平成１５年１１月生まれの子１０か月児乳児相談

平成１５年３月生まれの子１歳６か月児健康診査

平成１３年６月～
７月生まれの子８月１８日（水）３歳児健康診査

草
分
防
災

セ
ン
タ
ー

平成１６年２～３月、
５～６月生まれの子９月２４日（金）すくすく教室

社
教
セ
ン
タ
ー

及
び
公
民
館

妊婦の方
※初妊婦の方のみ個別案
　内します。

９月１４日（火）
　～１６日（木）マタニティースクール

※母子関係の受付時間等は個別案内します。

公
民
館

生活習慣病を防ぐ学習と
食事づくりを実習しま
す。

９月８日（水）
１０：００～１３：００

生活習慣病予防教室

成
人
一
般
関
係

「救急の日」医療講演会
　９月９日の「救急の日」に
あわせ、富良野地域医療対
策協議会主催による医療講
演会を開催します。

■日　時　９月１０日（金）
　　　　　１８時～

■場　所　富良野市保健センター２階会議室
　　　　　〔富良野市弥生町１番３号　��２２００〕

■講　演
　演題　「小児救急について」
　講師　社会福祉法人　北海道社会事業協会
　　　　富良野病院　小児科主任医長　角谷不二雄　氏
　座長　富良野医師会救急担当理事　川村五郎　氏

■救急法実技　

　実技指導　 「心肺蘇生法等の応急処置」
　　　　　　　富良野地区消防組合

■参加料　無料

保健福祉課健康推進班　��６９８７

外で遊ぶのが大好きで、お友
だちと公園に行き、ままごと
やブランコに乗ったりして楽
しく遊んでいます。最近お母
さんの手伝いをしてくれるよ
うになりました。

 
鹿
目  

佳
凛

    

 
ち
ゃ
ん 
（
６
歳
０
か
月
）

か
の
め 

か
り
ん

薫
さ
ん
･
来
美
さ
ん
の
子
（
緑
町
１
丁
目
）

大好きな仮面ライダーブレイ
ドの変身ごっこをして、友達
と仲良く遊んでいます。ちょ
っぴりはずかしがりやです
が、最近自分をだせるように
なってきました。

 
吉
留  

幸
祐

    

 
く
ん 
（
３
歳
７
か
月
）

よ
し
と
め 

こ
う
す
け

正
己
さ
ん
･
真
澄
さ
ん
の
子
（
丘
町
１
丁
目
）



�町の各種会議の開催案内は役場庁舎１階の「町政情報提供コーナー」でご確認ください。

８月
２０日（金）
　いっしょにあそびませんか

（９：３０～ 西保育所）
２６日（木）
　初めての妊婦さんいらっしゃーい

（１０：００～ 中央保育所）
２７日（金）
　のびのびクラブ

（９：００～ わかば愛育園）
　農業委員会総会

（１４：００～ 役場）
３０日（月）
　町議会産業建設常任委員会

（９：００～ 役場）

　

ご
確
認
を
！

　
「
ま
ち
の
行
事
予
定
」
や
お
知

ら
せ
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
て

い
る
行
事
予
定
は
、
日
時
等
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

主
催
者
等
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

8月のの
おお 知知 らら せせ
 まちの行事予定 

▼　

月
５
日（
火
）　

時
〜

１０

１４

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー

違
反
等
講
習（
２
時
間
）

▼
８
月　

日（
火
）　

時　

分
〜

２４

１４

３０

▼
９
月　

日（
金
）　

時
〜

１０

１３

▼
９
月　

日（
金
）　

時　

分
〜

２４

１４

３０

▼　

月　

日（
火
）　

時
〜

１０

１２

１３

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー

初
回
講
習（
２
時
間
）

▼
９
月　

日（
水
）　

時
〜

１５

１４

▼　

月　

日（
金
）　

時
〜

１０

１５

１４

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー

※
平
成　

年
４
月
か
ら
講
習
区
分
が

１６

４
区
分
（
優
良
講
習
・
一
般
講
習
・

違
反
等
講
習
・
初
回
講
習
）
に
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
受
講

す
べ
き
区
分
を
、
お
手
元
に
届
く

「
運
転
免
許
証
更
新
連
絡
書
」
で

確
認
の
上
、
受
講
前
に
必
ず
免
許

更
新
手
続
き
を
警
察
署
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

人生の節目には年金も手続きが必要です

国民年金を受け取るためにも、保険料をきちんと納めましょう。
旭川社会保険事務所 （国民年金ダイアル）�０１６６�１６１１

町民生活課 住民窓口班　��6985

優
良
講
習（　

分
）

30

▼
８
月　

日（
金
）　

時
〜

２０

１３

　

消
防
北
署
２
階　

大
会
議
室

▼
９
月
６
日（
月
）　

時
〜

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
９
月　

日（
月
）　

時
〜

１３

１８

　

中
富
良
野
町
公
民
館

▼
９
月　

日（
水
）　

時
〜

１５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼　

月
５
日（
火
）　

時
〜

１０

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼　

月　

日（
金
）　

時
〜

１０

１５

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼　

月　

日（
水
）　

時
〜

１０

２０

１３

　

消
防
北
署
２
階　

大
会
議
室

一
般
講
習（
１
時
間
）

▼
８
月　

日（
火
）　

時
〜

２４

１３

▼
９
月
６
日（
月
）　

時
〜

１４

▼
９
月　

日（
金
）　

時
〜

２４

１３

お
忘
れ
な
く

問
合
せ　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協

会�
�
０
１
１
０

　国民年金は、結婚や就職など人生の節目で被保険者種別の変更などの届出
が必要となります。
次のようなときは、必ず窓口で手続きをしてください。

・２０歳になったとき（すでに厚生、共済年金に加入している場合は不要です）
　社会保険事務所から送られる資格取得届をご持参ください。
・結婚、離婚したとき
・就職、転職、退職したとき
・住所、氏名が変わったとき
・配偶者の扶養からはずれたとき

※　手続きには、日付の証明できる
　健康保険証や証明書、印鑑、年金
　手帳をご持参ください。

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

介
護
保
険
料
の
納
付

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
６
９
８
7

　

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
第

２
期
の
納
期
限
は
８
月　

日
（
火
）

３１

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

納
入
に
は
便
利
な
口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。
申
し
出
く
だ
さ
い
。

老齢福祉年金受給者にお知らせ老齢福祉年金受給者にお知らせ
平成16年８月期の年金は８月11日

（水）から受け取れます。
年金を受け取りましたら国民年金証
書は役場町民生活課住民窓口班へ提
出ください。

募
集
し
ま
す

▼
草
木
染
め
入
門

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
茎
、
た
ま
ね
ぎ
の

皮
を
利
用
し
た
染
色
の
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
2
6
1
9





児児童童館館だだよよりり

東児童館　��４０９７

ミニ運動会
日時：９月１１日（土）１０：００～
対象・定員：小学生・５０名
参加料：無料
申込み：８月３０日（月）から
内容：玉入れ、綱引き、リレー等
を楽しみます。

西児童館　��６３４６

お化け屋敷
日時：８月２８日（土）まで入場で
きます。
　　※８月３０日（月）お化け屋敷
　　かたづけのため、西児童館
　　　はお休みです。

児童館祭り
日時：９月１１日（土）９：３０～
対象・定員：小学生・５０名
内容：工作、ゲームで賞品をゲッ
ト、かき氷、フランクフルト、
やきそば他色々あります。
参加料：３００円
　　※９月１０日（金）までに申し
　　込みください。

�

旭川空港「空の日」記念事業
９月１２日（日）

多彩なイベントがいっぱい！
９月20日から30日は『空の旬間』

①管制塔・気象施設の見学（定員７０名：抽選／無料）
　１回目　１０：００から　　２回目　１３：３０から
②グランドスタッフ体験（定員２名：中高生対象／抽選）
③整備士体験（定員２名：中高生対象／抽選）

　希望者は、８月３１日（水）までに（必着）、往復はがきに、いずれか
の希望イベント名・住所・氏名・年齢・職業・電話番号を記入して
ご応募ください。応募多数の場合は抽選させていただきます。

　応募先：国土交通省・旭川空港出張所
　　　　　�０７１-１５６２　上川郡東神楽町東２線１５-９６

国土交通省旭川空港出張所　�０１６６�２５４１
旭川市旭川空港管理事務所　�０１６６�２２００

　おおむね２歳から就学前のお
子さんを「わが家のアイドル」
コーナーに掲載しませんか？
　連絡をいただい
た後、写真撮影に
お宅へ伺います。
　自薦・他薦を問
わず、募集します。

総務課 情報管理班
��６４００

　社団法人北海道交通遺児の
会では、高校生への奨学金の
給付をはじめ、小・中学校へ
の新入生に対する祝金の贈
呈、交通遺児家庭間の交歓交
流事業などを実施し、交通遺
児の支援を行っています。

�０１１-２３２-８６８８

交交通通遺遺児児のの方方へへ 町交通安全推進委員会・町交通安全協会
（事務局：町民生活課生活環境班　��６９８５）

　北海道交通安全推進委員
会では、中学校、高等学校
等に在学する方に奨学金を
貸し付ける交通遺児育英事
業を実施しています。

総務部交通遺児育英係
�０１１-２２１-６６６6

　財団法人交通遺児育英会では、高等学
校・高等専門学校、大学・短期大学、専
修学校・各種学校奨学生を募集していま
す。奨学金と入学一時金の貸与が受けら
れ、長期返済が可能で無利子となってい
ます。

�０３-３５５６-０７７３　または�０１２０-５２１２８６
ホームページhttp://www.kotsuiji.com

着任のごあいさつ

　7月23日付けで上富良野駐屯地司令と
して着任しました。
　風光明媚でラベンダー香る人情に厚い
この地で勤務できることは大変光栄です。
　北海道は以前に札幌で勤務したことが
ありますが、上富良野は初めてですので、
日々十勝岳の雄大な景色を眺めながら、
新鮮な気持ちで勤務しています。
　出身は愛知県。妻と長男、長女の4人家
族で、妻と長女を帯同して赴任しました。
家族ともども、上富良野の生活をエン
ジョイしていますが、特にドライブによ
る名勝巡りとスキーを楽しみたいと思っ
ています。
　引き続き地域との良好な関係を維持し
ていきたいと思いますので、よろしくお
願いいたします。

上富良野駐屯地司令

一等陸佐　 市野   保己 
いちの やすみ
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　近年、ヒグマ、エゾシカ、キツネ、カラス等によ
り農作物への被害が多発しており、町と猟友会上
富良野部会により駆除を実施し、被害防止に努め
ています。
　しかし、ヒグマやエゾシカは夜間に出没する傾
向がつよくなっており、夜間の銃器使用は危険な
ため対応が難しくなってきています。
　今後の被害軽減のため、下記により予防される
ようお願いします。
　ヒグマは縄張り内を１日５０ｋｍも移動すること
が知られており、基本的には臆病な性格から、足跡
が発見されても実際の目撃情報は少なく、警戒巡
視に出動していますが、近年の捕獲実績はない状
況です。足跡を発見した場合は、町に連絡をくだ
さると共に、周辺での農作業や山菜採りにはラジ
オを聞いたり鈴を鳴らすなど十分ご注意ください。
　エゾシカは警戒心の強い動物ですので、ラジオ

や爆音機が効果的です。
　キツネは、とても鼻がよく匂いを嗅ぎつけます
ので、生ごみ等を捨てたり埋めたりした場合はそ
の周囲を徘徊しますので、コンポストの設置など
で生ごみは適正に処理してください。
　カラスは、巣づくりしヒナを育て始めると巣立
つまでの一時期において、近所の人間に対して攻
撃的になりますが、長期間に渡り攻撃的な場合は
町へ連絡ください。
　また、農作物被害防止のため電気牧柵を設置し
ていますが、たるんで地面についていたり雑草が
巻きついている場合は放電のため電気ショックが
軽減されるため、ヒグマやエゾシカが進入しやす
くなりますので、点検し整備をしてください。
　なお、要請を受けて出動しエゾシカ等を畑の中
で駆除した場合は、地権者の協力が必要になりま
すので、ご理解願います。

有害鳥獣による農作物の被害防止対策について 産業振興課 農業振興班　��６９８４



�

町へ
◎酒井美枝子さん（新町３丁目）か
ら保健福祉施設整備資金とし
て、５万円を

ラベンダーハイツへ
◎篠原　弘さん（西２線北３０号）
から備品購入資金として、５万
円を

社会福祉協議会へ
◎松藤光男さん（本町３丁目）か
ら妻・チヨさんの死去に際し、１
万円を

◎大西俊光さん（扇町１丁目）か
ら長男・富彦さんの死去に際し、
３万円を

◎斉藤テツ子さん（栄町２丁目）
から夫・昭一さんの死去に際し、
５万円を

◎商工会青年部からチャリティー
の益金を福祉に役立ててくださ
いと、２万円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

広報誌に掲載されている写真は、
希望者に差し上げています。

ご希望の方は、ご連絡ください。

総務課 情報管理班
��６４００

●大雨とは
　・１時間の雨量が３０㍉ 以上の雨を気象用語で『大雨』といいます。
　・「バケツをひっくりかえしたような雨」で、見る間に地面の水量

　が増してくる雨です。

●集中豪雨
　・狭い地域に、短時間に大量の雨が降る現象で、突然に発生し、　

　１０～２０分間の鋭い降り方を強弱まじえてくりかえし、大量に降
　ります。

　・気象用語の「大雨」よりもっと多量の雨で、災害を大きくする雨
　です。

●都市化と水害
　・舗装などで都市化が進んだところでは、雨水は地表面を低い方

　へ流れ、短時間で河川の増水が始まります。
　・また、下水道の整備、農業用水の発達で雨水は短時間で河川に集

　められ、その増水はスピードアップします。
　・これが都市や都市化の進んだ地域での河川の氾濫となります。

●豪雨の災害
　・「土砂災害」を引き起こします。
　・地表の土砂や岩が崩れ落ちる現象で、各地に発生しています。　

　予測は極めて困難です。

　①「土石流」
　・土石と水が一体となって流れ落ちる現象。「山津波」「鉄砲水」と

いわ　れたりします。
　・その前ぶれとして、山鳴り・木立の裂けるような音、ドンという

　ような音などがします。
　　また、雨が降り続いているのに、川の水が急に減り始めたりする

　現象があります。

　②「地すべり」
　・粘土などのすべりやすい層を境に、その上の土がそっくり動き

　出す現象。
　・その前ぶれとして、地面にひび割れができたり、一部が陥没した

　り隆起します。

　③「斜面崩壊」
　・崖の斜面が突発的に、急速にくずれてくる現象。
　・その前ぶれとして、小石がパラパラと落ちる、崖に裂け目ができ

　る、崖から水が湧き出てくるなどがあります。

総務課 総務班　��６４００

� 大雨災害の知識

○大雨が降り出したら
　　大雨、洪水、台風などの状況をテレビ、ラジオなどの気象情
　報や災害情報でチェックしましょう。
　　危険を感じたら自主的に避難ができる準備に心がけてくだ
　さい。



　先月号の森本さんからめぐっ
て、友人の藤原さんにお逢いし
ました。
　『森本さんとは、中学・高校の
同級生で、今でも仲の良い友達
です。１０年前、友達の紹介で主
人と知り合い結婚。現在は、主
人とご両親が経営する食堂の手
伝いをしています。
　店のメニュー表や価格表は、
全て私の手づくりなんですよ。
みなさん、一度お店に来てくだ
さいね。店内のディスプレーを
任されたり、私の意見も取り入
れてもらったりしています。忙
しいですが、楽しく充実した毎
日です。これからは、若い人向
けの新しいメニューを取り入れ
たいと思っていますが、主人と
協力しながらご両親が築き上げ
た「松月伝統の味」を守り続けて
行きたいです。』

 藤原   純子  さん
ふじわら じゅんこ

昭和４９年生まれ
西町２丁目

中
央
保
育
所

『
か
ぶ
と
む
し
と
く
わ
が
た
』

ひとつひとつ丁寧に、折り
紙と木の絵を描いていまし
た。とても上手にできまし
た。　　　　　　（米川先生）

 神田  周汰
かんだ

     くん
しゅうた

（平成１０年生まれ・富町２丁目）

しっかり説明を聞いて、折
り紙で作りました。元気な
かぶとむしたちができまし
た。　　　　　　（米川先生）

 谷 　 拓樹
たに

     くん
ひろき

（平成１０年生まれ・富町２丁目）

■発行・編集／
　上富良野町役場 総務課  情報管理班
　　�0167�6400　　�0167�5362
　〒071-0596　
　　北海道空知郡上富良野町大町2丁目2番
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とても幸せです!とても幸せです!
ラベンダー結婚式(7月25日)ラベンダー結婚式(7月25日)

編集後記
■かみふらの花と炎の四季彩まつり
いかがでしたか?お天気にも恵まれ、
盛況な２日間でした。ラベンダーと
あんどんと花火、冷た～い飲み物と
おいし～い食材で楽しむことができ
ました。今年は猛暑!ですね。夏バ
テ解消を心がけ、栄養と休養をとり
ましょう。　　　　　　　　(すずき)
■８月２日から６日まで、武富士バ
ンブー女子バレーボールチームが上
富良野町で合宿をしました。初日に
歓迎パーティーが開催され、おいし
いものをお腹いっぱい食べた選手た
ちは、その後の練習でみっちりしぼ
られたそうです。選手の皆さんの活
躍を期待しています。　 　 （こだま）

●人のうごき●
平成１６年7月３１日現在

(　)は前月比

(－53)12,663人人 口
(－71)６,474人男
(＋18)６,189人女
(－31)5,385世帯世 帯

『
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8月１０日～9月30日までの

一一 般般 書書
秋の童話　　　　　　（オ　スヨン）

他殺の効用　　　　　（内田　康夫）

人間の天敵　　　　　（森村　誠一）

雨の日のイルカたちは（片山　恭一）

硝子のハンマー　　　（貴志　祐介）

東北新幹線「はやて」殺人事件　　

　　　　　　　　　　（西村京太郎）

天路　　　　　　　　（宗田　　理）

空中ブランコ　　　　（奥田　英朗）

あやまち　　　　　　（沢村　　凛）

猿屋形　　　　　　　（高橋　義夫）

児児 童童 書書
火の鳥　１～１２　　　（手塚　治虫）

そらとぶこんばん　　（ねじめ正一）

けいちゃんのくすりゆび　　　　　
　　　　　　　　（あきやまただし）

心霊写真レストラン

　　　　　　　　（たかいよしかず）

神かくしレストラン（かとうくみこ）

亡霊レストラン　（たかいよしかず）

地獄からもどった黒ねこ

　　　　　　　　　　（木暮　正夫）

かめのルドミラ

　　    　　（マリー・ジョゼ・サクレ）

ミルトン　シリーズ

　　　　　　（ハイデ・アルダラン）

まねっこどうぶつえん　

　　　　　　　　　（せべまさゆき）

参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーー 公民館図書室

新刊のご案内

内容集合時間実施日
太陽の黒点観測
（スターウィーク）１３時００分８月２２日(日)

月・星空（スターウィーク）１９時００分８月２３日(月)
月・海王星１８時３０分９月２２日(水)
アンドロメダ大星雲１８時３０分１０月２1日(木)

天体観測会開催天 体 観 測 会 開 催
　上富良野西小学校チャレンジ天文台でおこなう、天
体観測会スケジュールです。講師はスカイグローブの
中西靖男氏で、皆さんに望遠鏡をのぞいてもらい、太陽
の黒点観測をはじめとし、月、海王星などの惑星の迫力
を楽しんでいただきます。　天体観測会はスタンプラ
リー形式で行います。観測会でカードをお渡しします。
カードをお持ちの方は持参願います。
※悪天候の場合は天体ビデオ鑑賞に変更します。

ジョイントコンサート　　   �社 
9／
3 火第２回博物館ラリー（二風谷）

8／
２１土

フィールドアスレチック
(当麻町)　 4 土スターウィーク　13：00～　�西 ２２２２日日

親子サイクリング　　　　　　11 土スターウィーク　19：00～　�西 ２３月

文化講演会　19：00～　　　�社 16 木B&G　水泳技能認定　　　　
�海  30 月

第3回博物館ラリー（江別市）18 土文化講演会　19：00～　　　�社 31 火

文化講演会　19：00～　　　�社 21 火

天体観測　　18：30～　　　�西 ２2 水

町民歩こう会２6２6 日日

�社  … 社会教育総合センター
�西  … 西小学校チャレンジ天文台
�海  … Ｂ＆Ｇ海洋センター

まなびの輪 ２００４．8 �

高齢者交通事故防止講習会開催
　７月２３日（金）社会教育総合センターで、いしずえ大学主催の北海道警

察交通安全教育隊５名による高齢者交通事故防止講習会が行われました。

当日は１３４名のいしずえ大学の学生と２０名

の町内老人クラブの方が参加し、高齢者事

故防止横断装置の体験や腹話術、クイズを

交えた楽しい講習を受けました。いしずえ

大学自治会長の鈴木努さんに講習会の感想

をお聞きしました。

　鈴木さん：ただ聞いているだけではなく、

実際に高齢者事故防止装置をつかった参加

型の講習で、

また交通安全教育隊の婦警の方の説明も非

常に分かりやすく大変良かったです。私も

実際に事故防止装置を体験してみて、４５㌔

というスピードがとても速く感じて驚きま

した。これからはこの講習会をいかして、

交通安全に注意していきたいです。



　
　

　伝統文化こども教室事業は、日本各地で古くから受け継がれてきた伝統的な文化が、
社会や生活様式の変化により、子供たちへ受けつがれていく機会が減少しているため、
子供たちが伝統文化を体験し、修得する機会の提供を目的に文化庁が平成１５年４月から
実施している事業です。当町でも本年度、琴教室と百人一首教室を実施しています。
　今回は、琴教室の指導をおこなっている松本紘子さん（宮町）と参加者の八島知美さ
ん（上小５年生）にお話を聞きました。

講　  師　熊本大学医学部保健学科  教授　藤井　輝明　氏
演　  題　「違い尊重し、豊かな人間関係を結ぶ心を育てる」
と　  き　平成１６年８月３１日（金）午後７時　入場無料
と こ ろ　社会教育総合センター
講師紹介  昭和３２年生まれ。著書「運命の顔」「ジ
ロジロ見ないで」その他多数。顔面に疾患・外
傷のある人でつくるセルフヘル プグループ「ユ
ニークフェース」発起人のひとりです。いじめ
やハラスメント、虐待、差別は暴力であり、容
認され るものではなく、自己の体験をもとにこ
れらの差別のメカニズムを解明し、具体的な提
言・アクションプログラムについて言及します。

＊ 本講演会は、上川管内家庭教育推進地域指
定モデル事業の補助を受けています。

� まなびの輪 ２００４．8　

生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

information

秋の夜長に読書を・・・

第２９回読書感想文・体験文・
感想画コンクール作品募集！

募集対象　小学生・中学生
　　　　　高校生・一般
募集期間　９月１日～３０日
申込方法　
　申込用紙に小学生～高校生は
　学校名、学年・組と氏名、図
　書名、出版社名を、一般の方
　は氏名、住所、図書名、出版社
　名を記入し、社会教育総合セ
　ンター に提出してください。
※　応募要領など詳しい内容は
 　社会教育総合センター��　
　 ５５１１へお問合せください。

第１講座
講　師　旭川医科大学　第一内科　教授　菊池　健次郎　氏　　
演　題　沈黙の殺人者－生活習慣病としての心臓血管病の予防と対策
と　き　平成１６年９月１６日（木）　午後７時　入場無料
ところ　社会教育総合センター
第２講座
講　師　旭川医科大学　脳神経外科　教授　田中　達也　氏　　
演　題　高齢化社会と脳卒中の予防
と　き　平成１６年９月２１日（火）　午後７時　入場無料
ところ　社会教育総合センター
＊　本講演会は、旭川医科大学の全面的なご協力により、実施し
ています。どなたでもお気楽にご参加ください。

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭川川川川川川川川川川医医医医医医医医医医科科科科科科科科科科大大大大大大大大大大学学学学学学学学学学派派派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座旭川医科大学派遣講座

伝統文化子ども教室開催（琴教室）

秋の文化講演会情報秋の文化講演会情報

松本さん「今回の琴教室を通
じて、日本伝統楽器の琴独特
の美しい音色を一人でも多く
の子ども達に教えたい気持ち
で実施しています。今は琴の
基本的な操作方法や譜面の見
方を練習していますが、近い
うちに皆さんが知っている大
きな古時計やおさかな天国な
どもやってみようと思ってい
ます。」

八島さん「私は、音楽が大好きで、
小学校ではスクールバンドに入っ
ています。今回もぜひ、琴を弾い
てみたくて参加しました。親指の
使い方や演奏するのはむずかしい
けど、とても楽しいです。はやく
上手になって松本先生みたいに演
奏したいです。」

琴教室は毎月第1、第3土曜日の午後１時より社会教育総合センターで行ってます。
定員に余裕がありますので、ぜひたくさんの方の参加をお待ちしています。
※　当事業は財団法人伝統文化国民協会より助成を受けて実施しています。
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スティーブスご夫妻
　皆さんこんにちは。マイケルです。カナダでは中学
校で数学、体育、科学、アウトドア教育などを教えてい
ました。日本に来ることは私たちにとって新たなチャ
レンジです。日本では温泉に入ったり、日本を旅し日
本の伝統的な建物を見たり、空手に挑戦したりと出来
る限り日本の文化に触れ、多くを学びたいと思います。
また、早く子どもたちとも仲良くなり、楽しく英語を
勉強したいです。町で見かけた時は、愛称で「マイク」
「ミッシェル」と気軽に声を掛けてください。

モリーン

Thank　you　and　See　you　again
Ms.Morine

モリーン・ボールディング
　3年間で上富良野町は私にとって故郷になり、皆
さんは私にとってとても大切な友人になりまし
た。上富良野町で皆さんと過ごした３年間の思い
出は私の心の中に永遠に残るでしょう。さよなら
は言いません。またお会いしましょう!

３年間ありがとう！また会いましょう！

  ７月２３日上富良野町公民館で上富良野町国内外
交流の会主催による、英語指導助手のモリーン・
ボールディングさんの送別会とスティーブスご
夫妻の歓迎会が行われました。モリーンさんに
英会話を習った方やプライベートで交流のあっ
た方など１２０名が集まり、流しそうめんやピアノ
とトロンボーンの演奏など、別れを惜しみなが
らも、新しい出会いを歓迎しました。

モリーン・ボールディング

   マイケル
スティーブス

   ミッシェル
スティーブス

ようこそ上富良野町へ
Welcom　to　KamifuranoMr.＆Mrs.Steeves

スティーブスご夫妻

編集：上富良野町教育委員会
�0167�5511　�0167�3100

E-mailアドレス：kyoshin@town.kamifurano.lg.jp


